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分類コード 02-04農業研究成果情報
熊本県農政部

表題 スイートコーンのトンネル早熟栽培における安定生産技 機関 農業研究センター
術 天草農業研究所

スイートコーンのトンネル早熟栽培における安定生産を図るため、被覆資材と育苗概要：

3 2日数の影響について検討した結果 被覆資材としては有孔フィルム 穴 開孔率、 （ 、

％）の利用が、移植栽培においては播種後 ～ 日日の移植が収量において優れ10 15
た。

研究のねらい

天草地域の小規模水田の有効利用を図るため、スイートコーン栽培における被覆資材及び移植

の影響について検討し、トンネル早熟栽培の安定生産技術を確立する。

研究の成果

１．被覆資材の違い

( ) 有孔フィルムを利用する場合、開孔割合が高いほど高温時の温度上昇が少なく、換気労力1
の軽減が期待される。

( ) 有孔フィルムの利用は、実用性に問題はなく、有孔 穴（開孔率 ％）が生育・収量にお2 3 2
いて優れる。

( ) べタガケの併用により初期生育が促進され、雌穂重が充実、収量の増加が図られる。3

２．移植栽培の影響

( ) 移植栽培を行う場合、播種後 ～ 日日（本葉 ～ 枚期）までの定植が生育・収量に1 10 15 3 4
おいて優れる。

( ) 直播き栽培に対し、 ～ 日の早期収穫が可能となる。2 4 5

普及上の留意点

１．栽培の適地は、海岸島峡の温暖地域

２．被覆資材として有孔フィルムを利用する場合、開孔率が高いほど初期生育が遅れる傾向に

あるため、栽培地域の気象条件により資材を選択する。

３．移植栽培を行う場合、移植日数が伸びるほど定植時の断根・植え痛みによる生育不良を招

くため、定植適期を厳守する。
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図１ トンネル内気温の変化（平成９年３月２０日未換気状態）

表１ 被覆資材の違い：生育と品質・収量（Ｈ９．２．１８播種）

※１雌穂重：剥き身（包葉、穂）
※２粒列：輪切り断面の粒数

表２ 移植栽培の影響：生育と品質・収量（Ｈ９．２．１３播種）

※１雌穂重：剥き身（包葉、穂）
※２粒列：輪切り断面の粒数
育苗においては７２穴セルトレイ（約50cc/穴）を利用


